第７回　長南町地域公共交通活性化協議会議事録

平成２４年３月２２日(木)開催

小澤政策係

それでは定刻でございますので、ただ今より、平成23年度第７回長南町地域公共交通活性化協議会を始めさせていただきます。本日はご多用のところ、ご出席を賜り誠に有難うございます。本日は始めに、茂原警察署・岩名交通課長さんが異動されました関係で、委嘱状の交付をさせていただきます。高山交通課長様、前のほうへお願いいたします。本来町長より交付すべきではございますが、今日は代わりまして副町長より交付させていただきます。

＜葛岡会長（副町長）より茂原警察署・高山交通課長へ委嘱状の交付＞

小澤政策係

それでは会長よりご挨拶を頂きます。会長よろしくお願いいたします。

葛岡会長

　一言ご挨拶申し上げます。第７回長南町地域公共交通活性化協議会に大変お忙しい中をご出席いただきまして有難うございます。今日は非常に暖かくなってきたかなと。今年の冬は寒く、3月に入りましても雨の日が続いたかなという感じを持っておりますが、町の野見金公園におきましても、平年の3週間遅れと言われておりますが、植栽されている河津桜のつぼみが色づいてきたという状況になっておりました。天候のほうは不順と言われてきておりますが、いよいよ春かなと感じております。そんな中で今日はお願いをしている訳でありますけれども、ただ今委嘱状を高山交通課長さんにお願いいたしたところでございますが、茂原警察署の岩名交通課長さんが2月の14日付けで異動される、そのあと高山交通課長さんが着任されたということで、本日委嘱状をお願いしたところでございます。ひとつ今後ともよろしくお願いしたいと思います。前回は先月の13日に会議を開催いたしたところでございまして、その際1月に引き続き公共交通総合連携計画（素案）についてご検討をいただきまして、その会議の中でご意見を頂きましたことを含めまして、今回一部修正をいたしたところでございます。実証実験につきましても2月分の状況を本日ご報告させていただきまして、その中でご意見を頂き、本日は連携計画の策定の方向に協議を進めていきたいと願っておるところでございます。そういう意味からもよろしくお願い申し上げたいと思います。実証実験を継続する中ではございますけれども、いったん年度末ということでもございますので、平成23年度事業として連携計画の策定を目指して協議を進めてきた訳でございますけれども、その中でもまだ不足する部分があるのかなと感じておりますが、新年度も引き続き検討いただき修正を加えるものとしたいと思います。本日は是非ともこの計画策定についてのご承認を頂きたいものと願っているところでございます。年度末も迫る中で委員の皆様方もお忙しい中でございますけれども、本日の協議につきましてはひとつよろしくお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

小澤政策係

有難うございます。それではさっそく会議の方に入らせていただきます。議事の進行につきましては、長南町地域公共交通活性化協議会設置要綱第７条第４項の規定によりまして、会長に議長をお願いいたします。それでは会長よろしくお願いいたします。

葛岡会長

はい。それではこれより議長を務めさせていただきます。ご協力をよろしくお願い申し上げます。本日の協議会ですが、長南町地域公共交通活性化協議会設置要綱第７条の規定により、出席者が議員の過半数に達していることから、会議が成立していることをまずご報告させていただきます。それでは早速会議に入らせていただきます。議題（１）「地域公共交通総合連携計画の案の検討について」を議題といたします。まず事務局より説明をお願いいたします。

唐鎌政策室長

　・始めに、2月の実証実験の状況および利用者への聞き取り調査の結果を報告

　・続いて、議題（１）地域公共交通連携計画の案の検討について・修正部分の内容説明

　・その中で、3月の町議会で提出された質問・要望を報告　

　・モビリティ・マネジメントと公共交通施設整備の内容については昭和・清水が説明

葛岡会長

　今回は修正部分を基本として案ということで説明がございましたけれども、ただ今の説明の中でご意見等ございましたら、挙手の上お願いをしたいと思います。

公募・二羽委員

　デマンド交通のことなんですけれども、4月の実施にあたって、年齢制限を外して事前登録なしでした場合、利用者が急増するとか、そんなような予想はどうなんですか？

唐鎌政策室長

　昨年からの検討委員会の中でも65歳以上の年齢制限を外したらどうかというようなことも出ておったわけでございますけれども、一部町の方でも年齢制限を外した場合にどうなんだということも検討させていただきました。ただ、小さなお子さんや中学生がデマンドを利用しているというのもあまり良くありませんので、下のほうの年齢は18歳とか15歳とか、切る必要があるのかなと考えた部分はございます。年齢制限を取った場合に利用がどうなんだと、あまり増えないんじゃないかなという予想はいたしますけれども、4月1日からの実施にあたっては、65歳以上の高齢者で移動の手段に困る方を対象にデマンドを実施していきたい。今後そういう要望が強くなるとすれば、その時点でまた改めて検討したい。このように考えております。

葛岡会長

　他にございませんか？

公募・梅田委員

　（実証実験の聞き取り調査の結果について）途中で寄るとかいう言葉があったじゃないですか。長南町で昼間利用するときを考えると、奥様たちが子供が急に具合が悪くなって学校に行くケースがあると思うんですよ。そういう時に、学校までで切るのはどういう考えなのかなと。車を使えない人を中心に考える訳ですから。年齢を撤廃したらそういうところも考えられるんじゃないかなと思うんですよ。そういうところをどう考えているのかなと。料金も途中からで相乗りと同じですよ、子供が増えた分だけ500円ですよというのも。そういうのについて考えというのがあるんだったら聞かせてもらいたいなと。

唐鎌政策室長

　ただ今の質問は、途中でちょっとした用事も足したいという利用者の声、そういったものも検討してくださいという話と、65歳以上に年齢を限定している部分を拡大する中で町はどのように考えているのか、この２点のご質問ということでよろしいでしょうか？

公募・梅田委員

　そうです。

唐鎌政策室長

　デマンドの利用にあたって、「ちょっとした用事でも足したい」と利用者は要望されると思います。ただ、原則としてデマンドの場合は予約制の乗り合いということになっておりますので、町の方としては「単独利用が非常に多い」と予想はいたしておりますけれども、あくまでも乗り合い利用ということで。もし複数利用されていた場合、お一人の方が「ちょっとすぐだから」と言うと、乗り合わせた人はいい気持ちはされないというのは事実だと思います。ただ、単独利用で自分が「ちょっとそこの銀行のＡＴＭで現金を下ろしたいから」、ということもあろうかと思います。その辺につきましては、運行事業者さんに柔軟に対応していただく中で解決して参りたいという風に考えております。

　それから「年齢をもうちょっと広げて利用者の声に沿った形」、その辺をどのように考えているのかという点につきましては、初めてこのデマンドをやってみて長南町の中でどのくらいの利用があるのか分からない部分もございます。まずやってみてその状況を見て、修正が必要であれば今後の問題として対応を考えていきたい。今はこのように考えています。以上です。

葛岡会長

　他に如何でしょうか？

国交省・池田委員

　先ほど議会の方から人数によっては通常料金が安い場合がある、この場合メーター機かによる料金で、相乗りで運賃を支払うように、ということで事業者側とも話がついているというお話しがありましたけれども、これは事実ですか？

唐鎌政策室長

　赤字補填方式の場合ということですか？

国交省・池田委員

　ではなくて。議会の方から「人数によっては1人500円なので、通常のメーター機のタクシー料金の方が安い場合がある、この場合は通常のメーター料金を人数で割った料金を収受するということにして頂きたい」という議会の要望があったということですか？

唐鎌政策室長

　「近距離で乗り合わせでデマンドを利用した場合に結果としてタクシー料金の方が安いということもある」というお話でございました。当然そういうこともあります。そうした場合には、最初にこれは「タクシーで行った方が安いですよ」という対応を事業者にお願いしたいということでございます。あるいは、利用者がデマンドを使うよりタクシーを使う方が安い訳ですから、タクシーで行っていただければ一番いいんですが、それが利用者が分からないで高いお金を払うことがないように、事業者さんからもその点アドバイスをしていただきたい、こういう話なんですが。

国交省・池田委員

　趣旨はよく分かりますし、利用者目線であれば確かにそれが合っているとは思うんですが、一応運送事業の趣旨から申しますと、基本的に事業者側としては、一般のタクシーが乗り合い行為を促進、助長と言いますか、俗に言う呼び込むような行為は本来禁止されております。要はその為に乗り合いという事業を別途（許可を）取った上で、運賃を決めて運行しているというのが実態です。ですから、あらかじめお使いになる方々が実際に運送の申し込み、デマンドの予約をする前に、同じところにいて同じ目的地で「4人で1,500円で行くなら1人400円で済むよね」、だけど「乗り合いを頼んじゃうと１人500円かかっちゃうよね」、というのが分かっているのであれば、それはそういう選択で別途運送の申し込みをしていただかないと、法律の手続き上ではそれは認められないというのが現状です。ですから、そのために事業者さんはここに乗り合いという形で許可を取られてお１人ずつから運賃を頂くということに手続き上はなっています。町の方では、確かに議会から言われて経費の節減だし利用者にとっては安い方がいいですから。ただ、そこを事業者の方でやっていただきたいということは、私どもが事業者を監督している以上、それを公に認めるというのは中々難しいところがございますので。

唐鎌政策室長

　利用者から申し出ていただくのは全然問題ないと？

国交省・池田委員

　そもそもの運送の申し込みが乗り合いの申し込みなのか一般のタクシーの申し込みなのか、そこが入口です。個々に乗り合いの方がおられて、たまたま同じ時間で例えば役場からどこかまでというのがあったとしたら、乗り合いの部分に申し込みする前に、「同じ方向だから一緒に帰る？」と近所の人が言って、１台タクシーを呼んだほうが安い、というだけです。それを個々に申し込みをしちゃって、乗り合いの車が来て、「なんだみんな同じ、じゃあこれ変えてくれる？」という訳にはいかない。そこまで法律は自由じゃないということで、すいませんが、そこは勘違いをされちゃうと利用者の方はいいんですけれど、事業さんの方が罰せられますので、すいませんがよろしくお願いします。

県バス協会・花崎委員

（地域公共交通総合連携計画（案）の）25ページにモビリティ・マネジメントの実施ということがあり、最後のページにはモビリティ・マネジメントの実施が平成24年から26年までとあります。実質的には圏央道は平成25年の4月１日に動く予定で、こういうふうに自治体として臨むということで、公共交通施設の整備ということなんですけれども。茂原長南というインターができまして、ここに一般生活交通と高速バスの結節だとか、あるいはパークアンドバスライドというような環境をつくる必要があるとありますが、これは実施ということなんだから、書き振りだけではなくて、何らかの実態的なことは模索するんですよね？

小澤政策係

　パークアンドバスライド等については、お話にありましたように平成25年4月以降に圏央道のインターの開通ということになっていますので、検討の機会を設けて進めていきたいと思います。

県バス協会・花崎委員

　というのは、25年の4月に高速道路が動く、そうすると仮にそこにバスが走るということであれば、その３カ月前に認可申請を出したりなんかをしますから、パークアンドライドやそこに結節していくということをやるとなると、もっと事前に協議していかないと。バス事業者は、あとで施設を作ってそこに乗り降りしてくれとなると、いろいろ不便なところもあるし、乗っているお客はわざわざ一回降りてまた上がってくるというのは不便だから、もしこういうことで自治体としてやっていくということであれば、早く協議するような場を設けた方がいいんじゃないんですか？　

小澤政策係

　今ご指摘のあったところなんですけれども、24年度の中でも会議を何回か開かせていただくと思いますけれども、当然その中でも議題として取り入れていかなければならない部分だと考えておりますし、また別の面からも検討していかなければいけない部分だというふうに思っておりますので、今後ともその辺を計画の中で考えていかないとならないと思っております。

葛岡会長

　圏央道自体の供用開始も現在の時点では24年度と言われておりますが、今年の6月頃にはその辺が年度内になるかならないか発表されるんじゃないかと聞いております。どうも延びるようだということもちらほら聞くのですけれども、公式な発表がありませんので、それは6月以降ではないかと言われておりますので、それを待たないと申し上げにくいかなと思います。今パークアンドバスライドについては、小湊さんのほうでも高速バスが走ることについては十分に考えられていると聞いておりますし、場所を何処にするかについてははまだ伺っておりませんが、いずれにしてもバスの運行は間違いないと伺っておりますので、それに始まる場所等が決まれば、そこに合わせたもので結び付けていくという形にはなろうかと思っております。いずれにしても町民の皆さんが少しでも利用しやすい体系に修正をしていくというのが狙いではありますので、ひとつその辺はよろしくお願いしたいと思います。

小湊鉄道・久我委員

　今バス協会の花崎さんからお話しがありましたが、高速バスをどうするかというのは、今各自治体の方から「バスを停めてくれないか」と、「こういうものを用意しますから」、という中でのあれがあります。その中に長南町が入っているかというと、実際のところ長南町は私どものところで単独でやるということも考えておりますけれども、今の時点では可能性が低くなってきています。隣の市原市のほうは田尾に大きなバスターミナルを作りますので。ですから、現時点でバス停は考えておりますが、パークをするようなものは会社の現状ではできないという状況です。改めてお願いはするかもしれませんが、長生地域の拠点ですので、長南町さんが他の市町村との連携を図った中で、近場に高速バスにつながるようなものを作っていただければ非常に有難いと思います。路線については他の業者がやりたいと言ってくる可能性はかなりあると思います。去年の3月11日以来外房地区が停滞しているんですけれども、今スマートインターチェンジという形の中での、高速バスの路線上にバス停を作って、その周辺にパークをするところを作ってそこから乗り継ぎをするというものあります。木更津のほうに羽鳥野というところがあるんですけれども、非常に利用が促進されています。そういうケースがあるものですから、長生地区としても長南町からある程度のアクションを起こしていただければ非常に助かります。私どもとしては既存のバス停を使った中での、ターミナルではなくバス停というものが今のところ精一杯かなという気がしています。この計画は交通の連携計画ということですから、デマンドと高速と路線バスとの接点を探っていって町全体を盛り上げていくことが大切だと思いますので、町としてもご検討いただきたいと思います。

葛岡会長

　今小湊さんからお話を頂きましたが、今のところ公式には小湊さんの開発部長さんが来られて、過去進めてきたものの見直しと言いますか、その辺は検討中だということで、それ以後については大きな変革があったということは聞いておりませんが、今お伺いすると見込みがないというお話も出ましたので、町長はまだその辺は捉えてないと思うんですよ。当初は地権者なんかも期待をする中で、それがご破算になったとは聞いておりませんので、検討中なのかなと。検討を進めていく中で、そういうものに接続していきたいというのが今回の流れなのですが。もしそうだとすればまた考えなければならないのかなと思います。ただ、グリーンラインがどうも一宮方面に向けて思うように進んでいないというのが実情ですので、そういう関係から坂本地先にもグリーンラインに乗れる入口を検討してくれておりますので、両方から入れる状況にはなるのかなと。従ってセンターから乗らなくてもインターチェンジに入っていける状況が出てくるのかなと思っております。ただ、バスを利用する状況にあたっては、バス停がどこに来るかわかりませんけれども、バス停扱いということになればかなり当初からの考え方とは変わってくるのかなと感じております。いずれにせよ、今後正式に決まれば町としてはそれに沿うしかないのかなと思いますが、市原市さんとか周辺の町村ではいろんな動きをされているということですから、これは町でも検討する必要があるのかと思います。またよろしくひとつお願いをいたします。

小湊鉄道・久我委員

　この圏央道が出来たときにどのくらいメリットがあるかということなんですけれども、今茂原から羽田までが90分位なんですよ。これがだいたい60分を切る範囲内でやってくるつもりですから、首都圏と長南町がかなり近くなります。今まで茂原駅まで行ってＪＲを使って学校へ行っていたのが、ある程度のプラス面が出てくると。ただ、沿線人口との兼ね合いがありますから、長生郡の人口が少ないものですから、どの程度のリスクが伴うか分からない中で、ターミナルの整備なんかはある程度の目途が立つまでは、危険な要素なのかなと思っております。ダメというのではなくて、時間がよろしければというのはありますね。

葛岡会長

　他にございますでしょうか？

町校長会・高山委員

　デマンドタクシーについて、学校側として意見というか質問があるのですが、今まで年齢制限があったので考えなかったのですが。親子で学校に来ることがあるのですが、その際に2人分の料金を取るのかということが１つと、家族の人が緊急で迎えに来る場合に、家族の人が家を出て学校を出て帰るまでが1パターンなので、それをどうやって考えるのか教えてもらいたいと思います。あと、保護者が子供を連れて行った場合、その子供の分も500円を払うのか、分かっていれば教えていただきたいと思います。

葛岡会長

　子供さんは乗れません。制限がありますから。

町校長会・高山委員

　（地域公共交通総合連携計画（案）には）「住民」と書いてあったので。

唐鎌政策室長

　4月1日以降につきましても、年齢用件につきましては従前と同じで考えております。

片道1人500円。ただ、乗り合いでない場合のちょっとした用事につきましては、ケースバイケースなんですが、利用者の側に立ったなかで運行事業者さんにお願いしたいと思っております。

　9ページの5番の「対象者」につきましては、国に４条での申請する場合の表現であり、町の協議会としては対象者の制限は行うということであります。
葛岡会長

　他にございますでしょうか？

長南タクシー・鈴木委員

　デマンドの件ですけれども、運行曜日が月曜日から金曜日までの平日という規定になってますけれども、単純に契約方式が赤字欠損補助方式ということであれば、月曜日から金曜日というよりも、フリーで一週間やっても逆に利便性は良くなるんじゃないかというふうに考えますけれども。たしかに土曜・日曜日は使用頻度というのは極端に下がりますけれども、下がった分は赤字欠損補助方式の場合は貸切りではございませんから、ロスはないと思うんですよ。そういった意味で、土曜日を削って月曜日から金曜日までとした意図が分からないのですけれども、その辺を説明していただけるとありがたいです。

唐鎌政策室長

　赤字欠損補助方式で平日のみ、土曜日を取ったということについてのご質問でございますけれども、役所のほうも一定の予算の中で効率的なことを、というのがございます。全て利用できれば利用者の方は便利でよろしいんでしょうけれども、予算的なものもございますので、巡回バスの運行と合わせた中で、平日のみという形でデマンドの方も考えさせていただいたところでございます。今後、「土曜・日曜もやって」という利用者の声があるようであれば、その辺はまた改めて考えさせていただきたいと思いますが、現状は予算との兼ね合いの中でこのようにさせていただいたということでございます。

葛岡会長

　他にございませんでしょうか？

　ないようでございますので、冒頭の挨拶で申し上げさせていただきましたけれども、本日「連携計画の策定」について協議会の委員の皆様方にご承認いただきたい、そんな想いもございます。意見等がなければこれで4月に向けてのスタートを切りたいと思う訳でございますが、ご意見があれば賜りますが、ございませんでしょうか？

　ないようでございますので、今年に入りまして３回にわたりご協議をいただき、修正すべきところは修正して参りましたけれども、先ほどからご意見がありますように、あるいは担当の方からも申し上げておりますが、住民からの要望が強く出てきた場合、そういうものを取り上げ、ご協議をいただき修正をしていくことにやぶさかではございません。従いまして、今日のこの時点でこの策定案についてご承認をいただければ、挙手を頂ければありがたいなと思いますが、如何でしょうか？

（一同挙手）

葛岡会長

はい、有難うございます。全員の方からご承認を頂きました。まだまだ不十分な点がたくさんあろうかと思いますが、この策定案につきましてはご承認を頂きましたものとして進めさせていただきますのでよろしくお願いしたいと思います。有難うございました。

　次に「その他」ということでございますが、担当のほうから何かあればお願いします。

唐鎌政策室長

　今日の協議会を待って、早々に住民に対しますＰＲ、文章の配布あるいは「広報ちょうなん」でのＰＲ等に着手させていただきます。４月１日はもうすぐでございますので期間的には少ない訳でございますけれども、いろんな面でＰＲする。医院等にも掲示をさせていただき、巡回バスの時間の変更等もお知らせしていきたいという風に考えております。その点をご報告させていただきます。以上です。

葛岡会長

　有難うございました。それではご協議いただくことについては以上でございます。本年度は本日を持ちまして協議会の方を終了とさせていただく訳でありますが、一年間に亘ります委員の皆様方のご協力に感謝を申し上げさせていただきたいと思います。有難うございました。４月１日からもデマンドにつきましては実証実験という形を持ちまして継続をさせていただきます。経過を見守る中で、またいろいろと検討いただく点も出てくるかという風に思います。24年度におきましても活性化協議会を数回開催することにはなるかと思いますが、その際につきましては、今までと同様にひとつ委員の皆様方のご協力を頂きたいと思います。住民の皆様から好評であるような形になります様にご協力いただく中で、またご意見を賜っていきたいという風に思っております。一年間にわたってご協議いただきましたことを重ねてお礼を申し上げまして、今日の会議を閉会とさせていただきたいと思います。有難うございました。

小澤政策係

　どうも有難うございました。それでは以上を持ちまして閉会とさせていただきます。本日は誠に有難うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了
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